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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29年 11月８日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平成

29年５月 11日に発表いたしました平成 30年３月期（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日）の第２四半

期（累計）及び通期の業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 30年３月期第２四半期累計期間（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日）の業績予想数値の修正 

（連結） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,316 

百万円 

35 

百万円 

31 

百万円 

98 

円 銭 

27.60 

今回修正予想（Ｂ） 3,054 △37 △39 28 7.85 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △261 △72 △70 △70  

増  減  率（  ％  ） △7.9 △204.7 △226.4 △71.5  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 29 年３月期第２四半期） 
3,105 15 22 5 1.68 

 

（個別） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,281 

百万円 

30 

百万円 

98 

円 銭 

27.56 

今回修正予想（Ｂ） 3,018 △29 38 10.65 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △263 △60 △60  

増  減  率（  ％  ） △8.0 △195.2 △61.3  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 29 年３月期第２四半期） 
3,067 17 1 0.36 

 

（注）当社は、平成 29年３月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。平成 29年３月

期の期首に株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 



 

 

２．平成 30年３月期通期（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日）の業績予想数値の修正 

（連結） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,536 

百万円 

82 

百万円 

74 

百万円 

45 

円 銭 

12.63 

今回修正予想（Ｂ） 5,948 5 2 11 3.26 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △587 △77 △72 △33  

増  減  率（  ％  ） △9.0 △93.0 △97.3 △74.1  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 29 年３月期） 
6,340 30 49 10 2.91 

 

（個別） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,465 

百万円 

72 

百万円 

43 

円 銭 

12.14 

今回修正予想（Ｂ） 5,877 11 21 6.02 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △588 △60 △21  

増  減  率（  ％  ） △9.1 △83.8 △50.3  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 29 年３月期） 
6,261 41 4 1.20 

 

（注）当社は、平成 29年３月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。平成 29年３月

期の期首に株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益金額を算定しております。 

 

  



 

 

３．修正の理由 

（連結） 

第２四半期累計期間の業績につきましては、連結売上高について、当社の基準に見合った物件がないこ

と等により新規出店が計画を下回っていること、厳しい環境もあり既存店売上高が想定を下回っていること

等により、売上高・利益ともに当初計画を下回る見込みとなりました。 

通期の業績につきましては、連結売上高について、天候不順等による既存店舗の落ち込みに加え、当初

計画の 10店舗の新規出店に対して３店舗の出店にとどまることもあり、当初計画を 9.0％下回る 5,948百

万円となる見込みです。利益につきましても、引き続き仕入価格の高騰リスクが想定されるため、売上高減

少による変動費の減少やその他の経費の効率化を加味しても、当初計画を下回る見込みです。親会社株主に

帰属する当期純利益は、当初計画を 74.1％下回る 11百万円となる見込みです。 

 

（個別） 

第２四半期累計期間の業績につきましては、上記と同じ理由により、売上高・利益ともに当初計画を下

回る見込みとなりました。 

通期の業績につきましては、上記と同じ理由により、売上高・利益ともに当初計画を下回る見込みで

す。 

 

（注）本資料における業績予想は、発表日時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績 

は今後様々な要因によって業績予想と異なる場合があります。 

以 上 


